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　８月９日㈭深夜、津軽中里駅にまばゆい光を放つ立佞武
多が到着しました。
　このねぷたは、津軽半島の魅力を広く紹介する「津軽半
島観光アテンダント」６人が作ったもので、「太宰治と津
軽」と名付けられた力作です。ねぷたは、最終列車運行後、
津軽鉄道の軌道を使って運ばれ、午後10時22分、トロッ
コに乗り機関車にけん引された立佞武多が、星降る夜空を
バックにその姿を現しました。
　アテンダントの小枝美知子さんは「ねぷた運行の時も感
動したが、また違った感動があった。（運ぶのを）２日前に
決定したばかりなのに、これだけの人に集まってもらって
うれしい」と話し、世界初？かもしれない列車に乗ったね
ぷたを、見物客が迎えました。
　14日㈫開催のなかどまりまつり小泊地区では、そのね
ぷたが乳母タケの嫁ぎ先である金物店にも行き、小説「津
軽」の名場面が再現されました。
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